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身近な自然観察 「生きものの冬越し」 

生きもの冬越しの観察参考メモ 

 

【生きものの冬越しを観察する前に】 

生きものの冬越しを観察するときには、しっかり防寒することが大切です。寒さの中で辛い思いを

したり、思わぬケガをしないように、帽子や、手袋もしっかり用意しましょう。また、草の実・枯

草などが付着しない素材（ツルツルしたもの）のジャケットなどをを着用しましょう。 

〇寒さ対策、自己の健康管理をしっかりとしましょう。冬でも水分補給は大切です。 

暖かい飲み物などがあるとよいですね。 

〇根堀り・シャベル・剪定ばさみなどがあると便利です。 

 

【観察のルール】 

生きものの冬越しの観察の時には、次のことに注意して観察しましょう。 

〇周囲に気を配り、歩いている人や自転車、車に気をつけよう。 

〇人の家の周りを観察する時は、その家の人に聞いてからにしよう。 

〇生きものの越冬環境を傷つけないようにそっと観察しよう。 

〇重いものを動かすときは、大人と一緒に。必ず元通りに戻せるか考えてからにしよう。 

〇動かした石や、落ち葉は必ず元通りに戻す。 

〇知らない生きものは触らないようにしよう。（毒があることがあります。） 

〇水の中の生きものを観察するときには特に注意して、大人と一緒に観察しよう。 

 

【観察のポイント】 

観察会の時には単に生きものの種類を知ったり、記録するだけではなく、次のことについても参加

者で話をして、私たちと生きものが一緒にすんでいる環境について考えるようにしましょう。 

〇冬は、生きものたちはひっそりとしています。その環境を傷つけないようにそっと観察してみ

よう。 

〇卵・幼虫・さなぎ・成虫、どんな姿で越冬しているか、観察してみよう。 

〇気になること、気づいたことは、ノートに記録しておこう。 

〇落ち葉の下、土の中もよく観察してみよう。 

〇小さな生きものについてのトピック（雑学）も知ろう。 

〇冬の間、生きものは何を食べているのかな、考えてみよう。 

〇生きものの食物連鎖、生物の多様性についても考えよう。 

〇まちの中の小さな森の役割について考えよう。 

〇森やまちにすむ生きものと水辺とのかかわりも観察しよう。 

〇小さな生きものたちにやさしい暮らしをみんなで考えてみよう。 



【生きものの冬越し観察に便利な図鑑・絵本】 

 

 

・『虫のしわざ観察ガイド』（文一総合出版） 

身近な環境で見られる、虫たちが残すユニークで特徴のある食痕や産卵痕、巣や卵などの“しわ

ざ”150 種を、豊富な写真と共に紹介。植物に残された“しわざ”はもちろん、痕跡を残した虫の解

説も充実。虫の“しわざ”を知ることで、虫の生き方が見えてくる、自然観察の新しい楽しみ方を

提案する図鑑。新開 孝 著 

 

 

・『しぜんたんけんずかん 落ち葉でしらべようどんぐりのいろいろ』（小峰書店） 

小学校低学年から中学年向け。子どもたちの身近な「どんぐり」に着目し、その木が常緑樹であ

るか落葉樹であるかに注目してもらうことから、ていねいに観察し、調べることでどんぐりの種

類がわかるようになっています。生物細密画家の松原厳樹さんの美しい絵は、子どもも大人も魅

了される。 

 

 

・『雑草のくらし あき地の五年間』（福音館書店） 

植物はどんなくらしをしているのか？雑草の世界を５年にわたって見つめ続けてきた著者、甲斐

信枝さんが、精魂傾けて描いた、比類なく美しくドラマにみちた大型科学絵本。 

 

 

・『ハンドブックシリーズ』（文一総合出版） 

生きものの冬越しには『水生昆虫 3 ヤゴハンドブック』『冬芽ハンドブック』がオススメ。 

自然観察や、環境調査に最適なシリーズ本。 
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